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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の行および列を有するマトリックス上の交点に発光素子を配置したパッシブマトリ
ックス型の画像表示装置であって、
　マトリックスの列方向に平行に配置された複数のデータ線と、
　マトリックスの行方向に平行に配置された複数の走査線と、
　前記複数の走査線に接続され、走査線を選択して該走査線に電源部から電力を供給可能
な走査ドライバと、
　前記走査ドライバにより選択された走査線上の発光素子に前記データ線を介して輝度デ
ータを供給するデータドライバとを備え、
　前記走査ドライバは、短絡した発光素子が接続された走査線に対して電源部から供給さ
れる電力を制限する電力制限機構を有し、該電力制限機構は、走査線毎に、
　走査線に接続され、高電位側の端子と低電位側の端子との間を切替える第１の切替スイ
ッチと、
　前記第１の切替スイッチの高電位側の端子にカソード側が接続されたダイオードと、
　前記第１の切替スイッチの低電位側の端子に一端が接続され、他の一端が前記ダイオー
ドのアノード側に接続されたコンデンサと、
　前記ダイオードおよび前記コンデンサの接続点と電源部との間に接続された第２の切替
スイッチとを備え、点灯時には、すべての該第２の切替スイッチをオフとし、選択された
走査線に接続された前記第１の切替スイッチを低電位側の端子に切替えることを特徴とす
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る画像表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の画像表示装置において、前記電力制限機構は、
　ターンオフ時に前記第１の切替スイッチを高電位側とし及び第２の切替スイッチをオン
として、短絡した発光素子が存在しない走査線には電源部から前記ダイオードを介して発
光素子に逆バイアスをかけると共に前記コンデンサには電源部から電荷を蓄積し、短絡し
た発光素子が存在する走査線に対応する前記コンデンサは前記ダイオード及び短絡した発
光素子を介して短絡させることにより、該コンデンサには電源部から電荷を蓄積させない
ことを特徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パッシブマトリックス型の画像表示装置に関し、特に有機ＥＬ（Electrolum
inescence:エレクトロルミネッセンス）ディスプレイに代表される電流駆動型フラットパ
ネルディスプレイ（Flat Panel Display : ＦＰＤ）の画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、低消費電力で高表示品質を実現可能な薄型の画像表示装置またはＦＰＤとして、
有機ＥＬディスプレイが注目を浴びている。
【０００３】
　図４（Ａ）は、有機ＥＬディスプレイの構成要素である典型的な有機ＥＬの全体構造を
示す。図４（Ａ）において、符号１４はガラス基板、４はガラス基板１４上に設けられた
ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）透明電極等の陽極、５は背面電極である陰極、１１は陽極４
と陰極５との間に挟み込まれた有機ＥＬ素子である。電流が有機ＥＬ素子１１に通流され
ると、すなわち陽極４から正孔（ホール）、陰極５から電子が有機ＥＬ素子１１に注入さ
れると、有機ＥＬ素子１１内の発光層１１３（後述）で再結合し、励起状態から基底状態
へ戻る際に放出されるエネルギーにより発光する。発光した光は、図４（Ａ）の矢印に示
されるようにガラス基板１４を通って図上では下方向へ放出される。
【０００４】
　図４（Ｂ）は、図４（Ａ）の有機ＥＬ素子１１の構造を示す。有機ＥＬ素子には発光層
のみからなる単層型と発光層以外の層も有する多層型とがあり、図４（Ｂ）は５層型を例
示する。図４（Ｂ）において、符号１１５は陽極４との接合性を良くしホールの注入効率
を高めるためのホール注入層、１１４はホール注入層１１５から注入されたホールの輸送
性を高めるためのホール輸送層、１１１は陰極５との接合性を良くし電子の注入効率を高
めるための電子注入層、１１２は電子注入層１１１から注入された電子の輸送性を高める
ための電子輸送層、１１３はホール輸送層１１４と電子輸送層１１２との間に挟まれた有
機物の蛍光体である発光層であり、上述のようにこの発光層１１３でホールと電子とが再
結合することにより発光する。
【０００５】
　次に、有機ＥＬ素子１１自体の電気的特性について説明する。上述した有機ＥＬ素子１
１が発光する原理より明らかなように有機ＥＬ素子１１は電流動作型であり、有機ＥＬ素
子１１の発光輝度は通流される電流にほぼ比例する。さらに、有機ＥＬ素子１１はダイオ
ードのような整流特性を有している。図５は有機ＥＬ素子１１の電圧－電流特性を示す。
図５において、横軸は有機ＥＬ素子１１に印加される順電圧Ｖ、縦軸は有機ＥＬ素子１１
に流れる電流Ｉ（または輝度）、Ｖｔｈ１、Ｖｔｈ２は各々有機ＥＬ素子１１を使用する
周囲温度Ｔ１、Ｔ２における閾値電圧を示す。図５に示されるように、有機ＥＬ素子１１
は順方向に閾値電圧（Ｖｔｈ１等）以上の順電圧を印加されると電流が流れ、さらに、周
囲温度Ｔ２が上昇してＴ１となると順電圧が減少するというように一般的なダイオードと
類似した特性を有している。以上のように、有機ＥＬ素子１１の電気的特性は半導体を用
いたダイオードと似ており、発光する原理も一般的な発光ダイオード（Light Emitting D
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iode : ＬＥＤ）と似ているため、有機発光ダイオード（Organic ＬＥＤ : ＯＬＥＤ）と
も呼ばれている。
【０００６】
　次に、有機ＥＬ素子１１を用いた有機ＥＬディスプレイ装置の構成について説明する。
有機ＥＬ素子１１（または有機ＥＬディスプレイ装置）の駆動方式は、大別して２つの種
類に分けることができ、この駆動方式により有機ＥＬディスプレイ装置の構成も種々異な
るものとなる。第１の駆動方式は所謂アクティブマトリックス型と呼ばれるものであり、
発光パネルにおける各画素に制御素子を持ち、行の走査周期内にわたって発光が可能な駆
動方式である。一方、第２の駆動方式は所謂パッシブマトリックス型と呼ばれるものであ
り、発光パネルにおける複数の行および列よりなるマトリックスの交点に位置する各画素
には制御素子を設けず、行の走査周期のうち各行のデューティー時間にのみ発光制御する
ようにしたものである。例えば特許文献１にパッシブマトリックス型の従来例が記載され
ている。
【０００７】
　図６は、従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイの構成を示す。図６に
例示される有機ＥＬディスプレイ（画像表示部１）は、３行および３列のマトリックス上
の交点に画素を配置している。このマトリックス上の交点に位置する１画素を形成する有
機ＥＬ素子１１ａａ等は、ダイオードと有機ＥＬ素子１１ａａの寄生静電容量１２ａａと
の並列接続により表記されている。これは、図４（Ｂ）に示されるように有機ＥＬ素子は
薄膜である有機発光材料（発光層）１１３を電極である陽極４と陰極５とで挟み込んだ構
造であるため、寄生静電容量が大きいためである。有機ＥＬ素子１１ａａ等に電圧が印加
されると、寄生静電容量１２ａａ等に相当する電荷が変位電流として流れ込み蓄積される
。電圧が所定の閾値電圧を越えると、陽極４から発光層１１３に電流が流れ始め、電流に
比例した強度で発光する。図６に示されるように、画面（発光パネル）の端部には行選択
信号を出力する走査ドライバ（Scan Driver）３と、輝度データを出力するデータドライ
バ（Data Driver）２とが備えられている。走査ドライバ３からは行方向へ走査線（陰極
）５ａないし５ｃが伸びており、データドライバ２からは列方向へデータ線（陽極）４ａ
ないし４ｃが伸びており、両電極は格子状に構成されている。図６では、陽極４ｉ（ｉ＝
ａ，ｂ，ｃ）と陰極５ｊ（ｊ＝ａ，ｂ，ｃ）との交点に位置する有機ＥＬ素子１１ｉｊを
ダイオードと寄生静電容量１２ｉｊとの並列接続により表記している。
【０００８】
　図６に示されるように、走査ドライバ３は走査線５ｊ（ｊ＝ａ，ｂ，ｃ）に各々接続さ
れた切替スイッチ３６ｊ（ｊ＝ａ，ｂ，ｃ）と、切替スイッチ３６ｊ（ｊ＝ａ，ｂ，ｃ）
に切替可能に接続された正電源３１とを備えている。一方、データドライバ２はデータ線
４ｉ（ｉ＝ａ，ｂ，ｃ）と各々切替スイッチ２２ｉ（ｉ＝ａ，ｂ，ｃ）を介して切替可能
に接続された電流源回路２１ｉ（ｉ＝ａ，ｂ，ｃ）を備えている。
【０００９】
　次に、図６に示された従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイにおける
有機ＥＬ素子１１ａａ等の駆動原理について説明する。走査ドライバ３は一つの走査線５
ｍを選択して、走査線５ｍに接続された切替スイッチ３６ｍを接地することにより、この
走査線５ｍの電位をＬｏｗ電位にする。走査線５ｍと異なる他の走査線５ｋはすべて切替
スイッチ５ｋを正電源３１と接続することにより、これらの走査線５ｋをＨｉｇｈ電位に
する。この結果、これらの走査線５ｋ上にある有機ＥＬ素子１１ｋａ（ダイオードおよび
寄生静電容量１２ｋａ等）には逆バイアスがかかる。
【００１０】
　データドライバ２は走査ドライバ３により選択された走査線５ｍ上にある有機ＥＬ素子
に電流を供給する。すなわち、切替スイッチ２２ｎを電流源回路２１ｎと接続することに
より、発光させるべき輝度データに応じた電流を供給する。上述のように、他の走査線５
ｋ上にある有機ＥＬ素子は逆バイアスされているため電流は流れず、供給された電流は走
査ドライバ３により選択された走査線５ｍ上にある有機ＥＬ素子にのみ流れる。走査ドラ
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イバ３は走査線の選択を順次切替えていくことにより、最終的に全画面に画像を表示する
。
【００１１】
　上述の従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイにおいて、応答性の改善
等を目的として走査線の切替に種々の工夫がなされている。図７（Ａ）ないし７（Ｄ）は
、従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイにおける走査線の切替動作を示
す。この切替動作の方法は陰極リセット法と呼ばれている。図７（Ａ）ないし（Ｄ）で図
６と同じ符号を付した箇所は同じ要素を示すため説明は省略する。説明の便宜上、図６に
おけるデータドライバ２および走査ドライバ３の点線による表示は省略し、データドライ
バ２内の一部の電流源回路２１ａおよび切替スイッチ２２ａのみ示す。
【００１２】
１．点灯時
　図７（Ａ）に示されるように、走査ドライバ３内の切替スイッチ３６ａを接地すること
により走査線５ａを選択する。走査線５ａはＬｏｗ電位となる。他の切替スイッチ３６ｂ
および３６ｃは正電源３１と接続してＨｉｇｈ電位にし逆バイアスする。データドライバ
２内の切替スイッチ２２ａを電流源回路２１ａへ接続する。この結果、データドライバ２
内の切替スイッチ走査線５ａのみがＬｏｗ電位になっているため、電流源回路２１ａから
供給された電流Ｉ１ａが有機ＥＬ素子１１ａａ（ダイオードおよび寄生静電容量１２ａａ
）に流れ発光する。
【００１３】
２．ターンオフ時
　図７（Ｂ）に示されるように、走査ドライバ３内のすべての切替スイッチ３６ａ等を正
電源３１に接続してＨｉｇｈ電位にする。データドライバ２内の切替スイッチ２２ａを接
地する。この結果、すべての有機ＥＬ素子１１ａａ等が逆バイアスされるため発光は停止
する。この時、各寄生容量１２ａａ、１２ｂａおよび１２ｃａには正電源３１からの逆バ
イアスにより、各々電流Ｉ２ａ、Ｉ２ｂおよびＩ２ｃ（電流の総和Ｉ２）が流れて充電さ
れる。
【００１４】
３．リセット時
　図７（Ｃ）に示されるように、走査ドライバ３内のすべての切替スイッチ３６ａ等を接
地してＬｏｗ電位にする。データドライバ２内の切替スイッチ２２ａは接地する。この結
果、ターンオフ時において各寄生容量１２ａａ、１２ｂａおよび１２ｃａに充電された電
荷は、各放電電流Ｉ３ａ、Ｉ３ｂおよびＩ３ｃ（電流の総和Ｉ３）と示されるように放電
される。
【００１５】
４．ターンオン時
　図７（Ｄ）に示されるように、走査ドライバ３内の切替スイッチ３６ｂを接地すること
により走査線５ｂを選択する。走査線５ｂはＬｏｗ電位となる。他の切替スイッチ３６ａ
および３６ｃは正電源３１と接続してＨｉｇｈ電位にし逆バイアスする。データドライバ
２内の切替スイッチ２２ａを電流源回路２１ａへ接続する。この結果、データドライバ２
内の切替スイッチ走査線５ｂのみがＬｏｗ電位になっているため、電流源回路２１ａから
供給された電流Ｉ４が次に発光される有機ＥＬ素子１１ｂａ（ダイオードおよび寄生静電
容量１２ｂａ）に流れ発光する。ここで、３のリセット時に各寄生静電容量１２ａａ、１
２ｂａ、１２ｃａが放電しているため、次に発光される有機ＥＬ素子１１ｂａ以外の有機
ＥＬ素子１１ａａおよび１１ｃａによる寄生静電容量１２ａａおよび１２ｃａに対して、
点線の矢印Ｉ４ａおよびＩ４ｃで示されるように逆バイアス（正電源３１）による逆方向
の充電がなされる。これらに対する充電電流はデータ線４ａを介して次に発光される有機
ＥＬ素子１１ｂａに流れ込み、その寄生静電容量１２ｂａを充電する。この結果、次に発
光される有機ＥＬ素子１１ｂａの順方向電圧を瞬時に立ち上げることができるため、電流
源回路２１ａから電流を供給する際に当該有機ＥＬ素子１１ｂａの寄生静電容量１２ｂａ
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を充電する時間が短縮され、応答性が改善される。
【００１６】
【特許文献１】特開平１１－３１１９７８
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　上述の陰極リセット法により応答性を改善することは可能となった。しかし、上述の従
来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイの場合、一つの有機ＥＬ素子の欠陥
に起因して輝線が発生するとことがあり、これは陰極リセット法では解決することはでき
なかった。以下、この輝線の発生について説明する。画像ディスプレイは例えば小規模な
ものでも６４０×４８０＝３０７，２００もの画素が使用されており、非常に多くの有機
ＥＬ素子から構成されている。このため、長期間に亘って画像ディスプレイを使用し続け
ている場合、画像ディスプレイ内の数個の有機ＥＬ素子が欠陥有機ＥＬ素子となることは
、ある程度避けられない。これは液晶ディスプレイにおいても同様であり、普通は数個程
度の欠陥素子は許容して使用されている。
【００１８】
　しかし、上述の従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイの場合、有機Ｅ
Ｌ素子が格子状に接続されている。このため、一つの有機ＥＬ素子が欠陥有機ＥＬ素子と
なった場合、当該欠陥有機ＥＬ素子の接続している他の正常な有機ＥＬ素子においても輝
度を制御することができなくなる現象が生じるという問題があった。以下、この現象につ
いて詳しく説明する。
【００１９】
　図８は、従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイにおける輝線の発生を
説明するための図である。図８で図７（Ａ）等と同じ符号を付した箇所は同じ要素を示す
ため説明は省略する。図８において、符号１３で示される有機ＥＬ素子（ダイオードおよ
び寄生静電容量１２ｂａ）を欠陥有機ＥＬ素子とし、この有機ＥＬ素子１３が短絡状態と
なっているものとする。走査線５ａが選択されているため、走査線５ａはＬｏｗ電位にな
っている。欠陥有機ＥＬ素子１３が接続されている走査線５ｂは非選択状態であるため、
走査線５ｂは正電源３１に接続されてＨｉｇｈ電位になっている。しかし、欠陥有機ＥＬ
素子１３は短絡状態となっているため、正電源３１から欠陥有機ＥＬ素子１３を介して、
選択された走査線５ａ上の有機ＥＬ素子１１ａａに過大な電流Ｉｍが流れることになる。
このため、データドライバ２は有機ＥＬ素子に流れる電流を制御することができなくなる
。すなわち、電流源回路２１ａからデータ線４ａに電流を供給しない場合であっても、欠
陥有機ＥＬ素子１３を介して次に選択された行の有機ＥＬ素子へ電流Ｉｍが流れることに
なる。この結果、欠陥素子１３と同じ列（データ線４ａ）上にある素子がすべて輝度デー
タに関わりなく高輝度で発光することになる。このように１列上のすべての有機ＥＬ素子
が高輝度で発光したものを輝線という。以上のように、従来のパッシブマトリックス型の
有機ＥＬディスプレイでは、一つの欠陥有機ＥＬ素子の存在のために輝線が発生し、画像
品質を著しく劣化させ、使用するに耐えない状態にしてしまうという問題があった。
【００２０】
　そこで、本発明の目的は、上記問題を解決するためになされたものであり、パッシブマ
トリックス型の有機ＥＬディスプレイ中に一つの欠陥有機ＥＬ素子が存在した場合であっ
ても、その影響が他の正常な有機ＥＬ素子へ及ぶことを防止し、輝線の発生を抑制するこ
とができる画像表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明の画像表示装置は、複数の行および列を有するマトリックス上の交点に発光素子
を配置したパッシブマトリックス型の画像表示装置であって、マトリックスの列方向に平
行に配置された複数のデータ線と、マトリックスの行方向に平行に配置された複数の走査
線と、前記複数の走査線に接続され、走査線を選択して該走査線に電源部から電力を供給
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可能な走査ドライバと、前記走査ドライバにより選択された走査線上の発光素子に前記デ
ータ線を介して輝度データを供給するデータドライバとを備え、前記走査ドライバは、短
絡した発光素子が接続された走査線に対して電源部から供給される電力を制限する電力制
限機構を有し、該電力制限機構は、走査線毎に、走査線に接続され、高電位側の端子と低
電位側の端子との間を切替える第１の切替スイッチと、前記第１の切替スイッチの高電位
側の端子にカソード側が接続されたダイオードと、前記第１の切替スイッチの低電位側の
端子に一端が接続され、他の一端が前記ダイオードのアノード側に接続されたコンデンサ
と、前記ダイオードおよび前記コンデンサの接続点と電源部との間に接続された第２の切
替スイッチとを備え、点灯時には、すべての該第２の切替スイッチをオフとし、選択され
た走査線に接続された前記第１の切替スイッチを低電位側の端子に切替えることを特徴と
する。
【００２２】
　ここで、本発明の画像表示装置において、前記電力制限機構は、ターンオフ時に前記第
１の切替スイッチを高電位側とし及び第２の切替スイッチをオンとして、短絡した発光素
子が存在しない走査線には電源部から前記ダイオードを介して発光素子に逆バイアスをか
けると共に前記コンデンサには電源部から電荷を蓄積し、短絡した発光素子が存在する走
査線に対応する前記コンデンサは前記ダイオード及び短絡した発光素子を介して短絡させ
ることにより、該コンデンサには電源部から電荷を蓄積させないことができる。
 
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の画像表示装置では、従来の画像表示装置の走査ドライバ３の切替スイッチと正
電源との間に、ダイオード、コンデンサおよび切替スイッチを設ける。詳しくは、切替ス
イッチの正電源側にダイオードを接続し、接地側に並列にコンデンサを接続する。切替ス
イッチはダイオードおよびコンデンサの接続点と正電源との間に設ける。この構成により
、ある走査線上に欠陥有機ＥＬ素子がある場合に、当該走査線に対応するコンデンサは欠
陥有機ＥＬ素子を介して切替スイッチ側の接地点に短絡されてしまうため充電は行なわれ
ないことになる。従って点灯時においても、コンデンサから欠陥有機ＥＬ素子を介して、
選択された走査線上の有機ＥＬ素子に過大な電流は流れないため、輝線の発生を防ぐこと
ができる。この結果、パッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイ中に一つの欠陥有
機ＥＬ素子が存在した場合であっても、その影響が他の正常な有機ＥＬ素子へ及ぶことを
防止し、輝線の発生を抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　　以下、本発明の概要および実施例について図面を参照して詳細に説明する。
【実施例１】
【００２５】
　図１は、本発明の実施例１における画像表示装置の構成を示す。図１において、図６の
従来の画像表示装置と同じ符号を付した箇所は同じ要素を示すため説明は省略する。本実
施例１における画像表示装置が従来の画像表示装置と異なる点は、図１に示されるように
走査線５ａを例にすると、走査ドライバ３内の切替スイッチ３６ａ（第１の切替スイッチ
）と正電源３１との間に、ダイオード３５ａ、コンデンサ３４ａおよび切替スイッチ３３
ａ（第２の切替スイッチ）を有する電力制限機構を設けた点にある。詳しくは、切替スイ
ッチ３６ａの高電位側にダイオード３５ａを接続し、低電位側に並列にコンデンサ３４ａ
を接続している。切替スイッチ３３ａはダイオード３５ａおよびコンデンサ３４ａの接続
点と正電源３１との間に設けてある。他の走査線５ｂ、５ｃについても同様である。
【００２６】
　次に、本発明の実施例１の画像表示装置における走査線切替時の回路動作を説明する。
図２（Ａ）ないし２（Ｄ）は、本発明の実施例１の画像表示装置における走査線の切替動
作を示す。図２（Ａ）ないし（Ｄ）で図１と同じ符号を付した箇所は同じ要素を示すため
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説明は省略する。説明の便宜上、図１におけるデータドライバ２および走査ドライバ３の
点線による表示は省略し、データドライバ２内の一部の電流源回路２１ａおよび切替スイ
ッチ２２ａのみ示す。
【００２７】
１．点灯時
　図２（Ａ）に示されるように、データドライバ２内の切替スイッチ２２ａは電流源回路
２１ａへ接続され、輝度データに応じた電流Ｉ１を供給している。走査ドライバ３内の切
替スイッチ３６ａを接地することにより走査線５ａを選択する。走査線５ａはＬｏｗ電位
となる。他の切替スイッチ３６ｂおよび３６ｃはＨｉｇｈ電位にしている。このＨｉｇｈ
電位は上述の従来の走査ドライバの場合と異なりコンデンサ３４ｂ等の充電電圧により決
まる。切替スイッチ３３ａないし３３ｃはＯＦＦになっている。この結果、データドライ
バ２内の切替スイッチ走査線５ａのみがＬｏｗ電位になっているため、電流源回路２１ａ
から供給された電流Ｉ１が有機ＥＬ素子１１ａａ（ダイオードおよび寄生静電容量１２ａ
ａ）に流れ発光する。
【００２８】
２．ターンオフ時
　図２（Ｂ）に示されるように、データドライバ２内の切替スイッチ２２ａを接地する。
走査ドライバ３内のすべての切替スイッチ３６ａ等をＨｉｇｈ電位にする。この結果、す
べての有機ＥＬ素子１１ａａ等が逆バイアスされるため発光は停止される。この時、すべ
ての切替スイッチ３３ａ等をＯＮにすることにより、各寄生容量１２ａａ、１２ｂａおよ
び１２ｃａには正電源３１からの逆バイアスによって各々電流Ｉ２ａ、Ｉ２ｂおよびＩ２
ｃ（電流の総和Ｉ２）が流れて充電される。一方、この充電と共にすべてのコンデンサ３
４ａ等に電流Ｉｓａ等が流れ込み充電される。
【００２９】
３．リセット時
　図２（Ｃ）に示されるように、データドライバ２内の切替スイッチ２２ａを接地し、走
査ドライバ３内のすべての切替スイッチ３６ａ等を接地してＬｏｗ電位にする。この結果
、ターンオフ時において各寄生容量１２ａａ、１２ｂａおよび１２ｃａに充電された電荷
は、各放電電流Ｉ３ａ、Ｉ３ｂおよびＩ３ｃ（電流の総和Ｉ３）と示されるように放電さ
れる。この時、すべての切替スイッチ３３ａ等はＯＦＦにする。
【００３０】
４．ターンオン時
　図２（Ｄ）に示されるように、データドライバ２内の切替スイッチ２２ａを電流源回路
２１ａへ接続する。走査ドライバ３内の切替スイッチ３６ｂを接地することにより走査線
５ｂを選択する。走査線５ｂはＬｏｗ電位となる。他の切替スイッチ３６ａおよび３６ｃ
はＨｉｇｈ電位にする。この結果、データドライバ２内の切替スイッチ走査線５ｂのみが
Ｌｏｗ電位になっているため、電流源回路２１ａから供給された電流Ｉ４が次に発光され
る有機ＥＬ素子１１ｂａ（ダイオードおよび寄生静電容量１２ｂａ）に流れ発光する。こ
こで、３のリセット時に各寄生静電容量１２ａａ、１２ｂａ、１２ｃａが放電しているた
め、次に発光される有機ＥＬ素子１１ｂａ以外の有機ＥＬ素子１１ａａおよび１１ｃａに
よる寄生静電容量１２ａａおよび１２ｃａに対して、点線の矢印Ｉ４ａおよびＩ４ｃで示
されるように逆バイアス（コンデンサ３４ａ等）による逆方向の充電がなされる。この充
電電流はデータ線４ａを介して次に発光される有機ＥＬ素子１１ｂａに流れ込み、その寄
生静電容量１２ｂａを充電する。この結果、次に発光される有機ＥＬ素子１１ｂａの順方
向電圧を瞬時に立ち上げることができるため、電流源回路２１ａから電流を供給する際に
当該有機ＥＬ素子１１ｂａの寄生静電容量１２ｂａを充電する時間が短縮され、応答性が
改善される。以上は正常時の切替動作であり、これは上述の従来の場合と同様である。
【００３１】
　図３（Ａ）および３（Ｂ）は、本発明の実施例１において欠陥有機ＥＬ素子がある場合
を説明するための図である。図３（Ａ）および３（Ｂ）で図２（Ａ）等と同じ符号を付し
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た箇所は同じ要素を示すため説明は省略する。図３（Ａ）および３（Ｂ）において、走査
線５ｂ上の符号１３で示される有機ＥＬ素子（ダイオードおよび寄生静電容量１２ｂａ）
を欠陥有機ＥＬ素子とし、この有機ＥＬ素子１３が短絡状態（短絡した発光素子）となっ
ているものとする。正常動作ではターンオフ時にコンデンサ３４ｂを充電するが、図３（
Ａ）に示されるように走査線５ｂ上に欠陥有機ＥＬ素子１３がある場合には、コンデンサ
３４ｂはダイオード３５ｂおよび欠陥有機ＥＬ素子１３を介して切替スイッチ２２ａ側の
接地点に短絡されてしまうため充電は行なわれない。この結果、図３（Ｂ）に示されるよ
うに点灯時においても、コンデンサ３４ｂから欠陥有機ＥＬ素子１３を介して、選択され
た走査線５ａ上の有機ＥＬ素子１１ａａに過大な電流Ｉｍは流れないため、輝線の発生を
防ぐことができる。
【００３２】
　以上より、本発明の実施例１によれば、従来の画像表示装置の走査ドライバ３内の切替
スイッチ３６ａと正電源３１との間に、ダイオード３５ａ、コンデンサ３４ａおよび切替
スイッチ３３ａを設ける。詳しくは、切替スイッチ３６ａの正電源３１側にダイオード３
５ａを接続し、接地側に並列にコンデンサ３４ａを接続する。切替スイッチ３３ａはダイ
オード３５ａおよびコンデンサ３４ａの接続点と正電源３１との間に設ける。この構成に
より、ある走査線５ｂ上に欠陥有機ＥＬ素子１３がある場合、当該走査線５ｂに対応する
コンデンサ３４ｂはダイオード３５ｂおよび欠陥有機ＥＬ素子１３を介して切替スイッチ
２２ａ側の接地点に短絡されてしまうため充電は行なわれないことになる。従って点灯時
においても、コンデンサ３４ｂから欠陥有機ＥＬ素子１３を介して、選択された走査線５
ａ上の有機ＥＬ素子１１ａａに過大な電流Ｉｍは流れないため、輝線の発生を防ぐことが
できる。この結果、パッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイ中に一つの欠陥有機
ＥＬ素子が存在した場合であっても、その影響が他の正常な有機ＥＬ素子へ及ぶことを防
止し、輝線の発生を抑制することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　本発明の活用例として、有機ＥＬディスプレイに代表される電流駆動型ＦＰＤにおける
駆動回路への適用が挙げられる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の実施例１における画像表示装置の構成を示す図である。
【図２（Ａ）】本発明の実施例１の画像表示装置における走査線の切替動作（点灯時）を
示す図である。
【図２（Ｂ）】本発明の実施例１の画像表示装置における走査線の切替動作（ターンオフ
）を示す図である。
【図２（Ｃ）】本発明の実施例１の画像表示装置における走査線の切替動作（リセット字
）を示す図である。
【図２（Ｄ）】本発明の実施例１の画像表示装置における走査線の切替動作（ターンオン
時）を示す図である。
【図３（Ａ）】本発明の実施例１において欠陥有機ＥＬ素子がある場合のターンオフ時の
動作を説明するための図である。
【図３（Ｂ）】本発明の実施例１において欠陥有機ＥＬ素子がある場合の点灯時の動作を
説明するための図である。
【図４（Ａ）】有機ＥＬディスプレイの構成要素である典型的な有機ＥＬの全体構造を示
す図である。
【図４（Ｂ）】図４（Ａ）の有機ＥＬ素子１１の構造を示す図である。
【図５】有機ＥＬ素子１１の電圧－電流特性を示す図である。
【図６】従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイの構成を示す図である。
【図７（Ａ）】従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイにおける走査線の
切替動作（点灯時）を示す図である。
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【図７（Ｂ）】従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイにおける走査線の
切替動作（ターンオフ時）を示す図である。
【図７（Ｃ）】従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイにおける走査線の
切替動作（リセット時）を示す図である。
【図７（Ｄ）】従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイにおける走査線の
切替動作（ターンオン時）を示す図である。
【図８】従来のパッシブマトリックス型の有機ＥＬディスプレイにおける輝線の発生を説
明するための図である。
【符号の説明】
【００３５】
　１　画像表示部、　２　データドライバ、　３　走査ドライバ、　４，４ａ，４ｂ，４
ｃ　陽極（データ線）、　５，５ａ，５ｂ，５ｃ　陰極（走査線）、　１４　ガラス基板
、　１１，１１ａａ，１１ａｂ，１１ａｃ，１１ｂａ，１１ｂｂ，１１ｂｃ，１１ｃａ，
１１ｃｂ，１１ｃｃ　有機ＥＬ素子、　１２ａａ，１２ａｂ，１２ａｃ，１２ｂａ，１２
ｂｂ，１２ｂｃ，１２ｃａ，１２ｃｂ，１２ｃｃ　寄生静電容量、　１３　欠陥有機ＥＬ
素子、　２１ａ，２１ｂ，２１ｃ　電流源回路、　２２ａ，２２ｂ，２２ｃ，３３ａ，３
３ｂ，３３ｃ，３６ａ，３６ｂ，３６ｃ　切替スイッチ、　３１　正電源、　３４ａ，３
４ｂ，３４ｃ　コンデンサ、　３５ａ，３５ｂ，３５ｃ　ダイオード、　１１１　電子注
入層、　１１２　電子輸送層、　１１３　発光層、　１１４　ホール輸送層、　１１５　
ホール注入層。

【図１】 【図２（Ａ）】



(10) JP 4192812 B2 2008.12.10

【図２（Ｂ）】 【図２（Ｃ）】

【図２（Ｄ）】 【図３（Ａ）】

【図３（Ｂ）】
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【図５】

【図６】 【図７（Ａ）】
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【図７（Ｄ）】 【図８】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种图像显示装置，当有缺陷的有机EL元件存在于
无源矩阵型有机中时，通过防止一个有缺陷的有机EL元件的影响延伸到
其他正常的有机EL元件，能够抑制亮线的发生。 EL显示屏。解决方案：
在扫描驱动器3中的转换开关36a和正电源31之间设置连接到转换开关
36a的高电位侧的二极管35a和连接到低电位侧的电容器34a，并且转换
开关33a设置在二极管35a和电容器34a之间的连接点和正电源31之间。
当扫描线5b上有缺陷的有机EL元件13时，电容器34b与地短路。通过有
缺陷的有机EL元件13等指向转换开关22a侧，然后不对其充电。在照射
期间，过量电流Im不会通过有缺陷的有机EL元件13从电容器34流到选定
扫描线5a上的有机EL元件11aa，因此防止了引起亮线。 Ž
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